
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JRFUTY No.2 

 
Japan Freight Railway Union Tohoku Young 

October 28,2025 
Publisher T.Ōkubo 

２０２５年度年末手当満額獲得闘争がスタート！ 

要求額 

基準内賃金×２．９ヶ月 
回答指定日：１１月１９日（水）    支払い指定日：１２月５日（金） 

中央本部は１０月２３日（木）２０２５年度年末手当の要求として、「基準内賃金×２．９ヶ月分」を申し入れました。 

１ ０ 月 ２ ７ 日 （ 月 ） に は 第 ２ 回 交 渉 が 行 わ れ る 予 定 で す 。 

申 し 入 れ に あ た り 以 下 の 内 容 を 主 張 し ま し た 。 

 

・輪軸組立の不適切事案が発覚して以降、全組合員が信頼回復と輸送力の確保に向けて尽力してきた。 

 また、自然災害や津波警報、脱線事故により列車遅延が多発するなか、休日を返上して、安全最優先の対応を成し遂げた。 

・若年退職者は依然として後を絶たず、全系統で要員需給がより一層厳しさを増している。 

 そのなかでも、組合員の努力により輸送量は昨年を上回り、第１四半期では、連結・単体共に経常利益の黒字を達成した。 

・２５春闘において、２，０００円のベースアップを実施したが、８月の消費者物価指数は前年同月日２．７％上昇している。 

 依然として生活は厳しく、安定した生活を送るために、会社は、これまでの組合員の苦労と努力に応える責務がある。 

・鉄道貨物輸送の使命を着実に果たし、さらに発展させるためには、組合員のモチベーション向上と優秀な人材の確保は、 

 必要不可欠である。そのために、生活給の要素が強い年末手当を、満額回答で示すこと。 

 


